
広報きもつき広報きもつき News of town

　12月１日に肝属中央家畜市場において第 81回肝属肉牛品

評会が開催されました。肉牛は、枝肉で評価されることが多いで

すが、これは牛が生きている状態で評価する品評会です。今回

は郡内より14頭が出品され、その中で雌牛の１席に水窪振興

会の内倉光弘さんの「ひさふく１の４号」が輝きました。

　この「ひさふく１の４」号は、肝付町内の精肉店である新村畜

産の新村順一郎さんが 180 万１千円という大変な高値で落札

されました。また新村さんは他にも４頭の町内産の出品牛を高

値で落札されました。また、12月５日には落札された牛の格付けが行われ、全頭 Aの５等級でした。

　新村さんにお伺いすると「今回は秀幸福の血統の産子にこだわって購入してみました。高値での落札となりました

が、同じ町の牛仲間の方の牛ですので頑張って購入しました。店では通常の価格で12月21日より年末年始販売して

いますので、是非この機会に食べたり、贈答品として送っていただき、肝付町産鹿児島黒牛を味わいながら応援してい

ただきたいです。」とのことでした。

　町民の皆さんも是非、肝付町の美味しい牛肉を周囲の方々と味わってみてください。

地元産牛肉を食べて応援！！知ろう、伝えよう、味わおう、肝付町産鹿児島黒牛の実力と魅力

81 回肝属肉牛品評会第

写真は　右の牛が１席に輝いた「ひさふく１の４」号　
　　　　左から６人目が購買者の新村順一郎さん（岩崎振興会）
　　　　右から４人目が出品者の内倉光弘さん（水窪振興会）

　12月２日、Aコープ高山店・JA鹿児島きもつき高山支所にて第 14回高山農業まつりが開催されました。まず、

高山小学校吹奏楽部によるブラスバンド演奏で会場に駆けつけた多くの人々を出迎えました。その後、抽選会や

卵のつかみ取り等の様々な催し物によって、会場の各ブースで長蛇の列ができました。

14 回高山農業まつり第

　11月23日、内之浦銀河アリーナに

て第 14回内之浦地区農業まつりが開

催されました。式典ではオープニングセ

レモニーとして和太鼓の演奏があり、

会場を大きく盛り上げました。その後、

町の農林業に大きく貢献した方へ表彰

状が送られ、会場周辺では様々な催し

物によって多くの人で賑わいました。

14 回内之浦地区農業まつり第
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